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『閃き』に素直になれば、
『運』の流れに乗れる。



今回は、『閃き』（直感）の
実践編ということで、

コツや注意点をお伝えします。



「それは本当に、
『閃き』（直感）ですか？」

これが今回のテーマです。



「ピンと来た！これだ！」

と、『閃き』（直感）だと思ったとしても、

「妄想」（勘違い）かも知れません。



『閃き』（直感）と、
「妄想」（勘違い）をどう区別するのか。



まず、『閃き』（直感）が働くのは、

『天命』の道を歩んでいる
『直感軸』が正常に働いている

この２つの条件が揃っている時です。

この条件を満たしていない時は、
「妄想」（勘違い）かも知れません。

そ ろ



「妄想」（勘違い）になりがちなのは、
以下のような時です。

①体の調子が乱れている時
②心の調子が乱れている時
③私利私欲で穢れている時

け が

氣の「流れ」が滞ってしまい、
間違った判断をする可能性があります。

とどこお



①体の調子が乱れている時

病気や、体調不良によって、

「氣だるい」
という感覚はありませんか。



こういう時は、休むことを優先しましょう。

本来の流れが戻りやすくなります。



②心の調子が乱れている時

「思考がうるさくて、『氣が滅入る』」
「感情が不安定で、『氣が病む』」
という経験はありませんか。



こうならないためには、一呼吸置いて、
頭を冷やすことです。

氣持ちが落ち着き、
冷静な判断ができます。



③私利私欲で穢れている時
け が

自分のことしか考えなくなると、
邪気に侵されやすくなり、

『直感軸』の流れが滞ります。



パイプ管に汚れ（穢れ）が詰まって、
流れが悪くなっているイメージですね。

汚れ（穢れ）を清浄して取り除けば、
『直感軸』が正常になります。

通りにくい



まとめますと、

「滞り」があるので、
すみやかに本来の状態にしましょう。

とどこお

①体の調子が乱れている時
②心の調子が乱れている時
③私利私欲で穢れている時

け が



心身共に元氣で、
『天命』に沿っているのであれば、

頑張らなくても楽に
『閃く』状態になれます。



「思い立ったが吉日」「善は急げ」
という、ことわざの通り、

『閃き』（直感）が降りてきたら、
余計なことは考えずに動くこと。



「…いや、でも、どうしようかなぁ」
「でもそれって得なの？損なの？」
「まわりにどう思われるかな…」

とクヨクヨ悩んでしまうと、
氣が乱れ、流れが滞ってしまいます。



「運の流れ」と言うように、
鍵となるのは「流れ」です。

「流れ」が良い時は、動く。
「流れ」が滞れば、立ち止まる。



以上が
です。

しっかりと復習いただければ幸いです。



では、
『直感軸』を良い状態で維持する姿勢や
日々の習慣について詳しくお伝えします。



日々の習慣を知りたい方は、
是非、読み進めてみてください。



次の章へ、続く。



もう一度
最初から見る


